３．バルブ操作前の点検
バルブの開閉操作は，その目的と状態（条件）によって異なるが，いずれの場合も操作前にはいくつかの点検，確認が必要である。

⑴　目的はなにか―指示するとき，指示を受けるときの確認―

①　流体を通す

②　流体を止める

③　流体の量を変える

④　流体の流れ方向を変える

⑤　流体の質を変える

④および⑤は単体または複数の操作となる。

⑵　操作するバルブはどれか―現場で確認―

①　場所，配置

②　個数

⑶　前後工程の現状と操作後の状態はどうか

―指示をするとき，受けるとき，そして現場を確認―

①　温度，圧力，流量の現状と予想される変化

②　液面，界面の現状と予想される変化

③　流体の変化(液化，ガス化，固化等)

⑷　操作するタイミングはどうか―指示をするとき，受けるとき，そして同僚と―

①　ただちに操作か，指令，連絡があり次第か

②　２個以上の場合はその順序

③　監視点検と併行しながら操作か

④　１人作業か，２人協同作業か，もっと助勢が必要か

⑸　操作方法をきめる―指示をするとき，受けるとき，そして現場をみて―

①　１人操作か，２人以上の複数同時操作か

②　直接手動で操作

③　ハンドルまわし（補器）で操作　＝なぜ＝

⑹　安全対策はどうか―指示をするとき，受けるとき，そして現場をみて―

①　流体の物性を知る

②　操作中異常があったらその対策はどうするか

③　操作バルブに傷がないか，外部に漏洩はないか

④　操作バルブの位置による安全対策は取っているか

⑤　保護具の着用は必要か

以上の点検あるいは確認事項については，代表的なものを列挙したが，いずれも常識的にこれらを行なえる習慣を身につけておくことであり，特にバルブ操作での注意事項は，いま自分が操作しようとするバルブの前後工程（相手先）を十分理解して操作による影響を与えないようにしなければならない。

